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学 位 論 文 内 容 の 要 冒

日本人の眼を対象に直筋プリーの位置を決定 し､斜筋手術の直筋プリーに対す

る影響を検討 した｡解剖学的眼窟軸と直交する眼窟MRI冠状断撮像画像を用い

て4直筋の重心を算出した｡4直筋の重心位置を2次元座標に変換 し､プリー

の位置とした｡ 10例の回旋 ･上下斜視を対象に､冠状断撮像画像における斜

筋手術の直筋プリーに対する影響を検討し､対照として正常日本人被検者7例

のプリ-位置を計測 した｡冠状断撮像画像における4直筋プリーの平均の位置

は､西洋人を含む正常人を対象とした過去の報告と有意差はなかった｡下斜筋

前転手術の 3例(100%)では､個々の水平､および垂直直筋のプリーの有意な位

置変化を認めた｡ しかし､下斜筋後転術､上斜筋前部前転術においては有意な

位置変化を認めなかった｡手術による眼球の回旋量への影響は､相対する垂直

直筋の重心を結ぶ傾斜角の変化量と有意に相関したが (p=0.0234)､水平直筋の

重心を結ぶ傾斜角の変化量とは弱い相関を示した.プリーの位置に影響を与え

る最も重要な要因は､斜筋手術法の違いではなく､眼球の回旋量である｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

プ リ一組織は眼位や眼球運動の保持に重要な役割を果た している｡本研究では､日

本人の眼を対象 とした直筋プ リーの位置について MRIを用いて検討 し､また､斜視患

者に対する斜筋手術の直筋プ リーに対する影響を分析 したOその結果､ 日本人の直筋

プリーの位 置は､西洋人のそれ と比較 して有意差がないことが判明 した｡また､下斜

筋前転手術 では水平および垂直直筋のプ リーの有意な位置変化が認められたが､下斜

筋後転術､上斜筋前部前転術では有意な位置変化が認められなかったOプ リーの位置

に影響を与 える最も重要な要因は､斜筋手術法の相違ではなく､眼球の回旋量である

ことが明らか となった｡

本研究は従来十分な分析のなかった 日本人の眼を対象 とした直筋プ リーの分析を行

った点でユ ニークであ り､また､眼球の回旋量がプ リーの位置に影響を与えることを

明 らかとした点で重要な業績であると認める｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるO




